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当社の第１４７回の番組審議会をリモート形式にて実施。２０２０

年１０月２１日に審議委員へ審議番組をデータ送信し、意見を返信

していただきました。意見をまとめ議事録を作成いたしましたので、

添えてお届けします。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

第１４７回 

 

エフエム豊橋 番組審議会 議事録 

 

２０２０年１０月２１日（水） データ配信 

２０２０年１０月３０日（金） 提出締切日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社エフエム豊橋 



１．実施日時：２０２０年１０月２１日（水） 審議番組データを審議委員に電子送付 

２０２０年１０月３０日（金） 審議番組に関する意見提出締切 

 

２．開催場所：株式会社エフエム豊橋 事務所よりリモート形式にて開催 

 

３．委員の出席  委員の総数      ８名 

         出席委員数      ８名 

出席委員   村松 史子  （㈱オフィスサポートセンター取締役会長・ 

保護司） 

小林 和夫  （豊橋商工会議所専務理事） 

桑名闘志也  （豊橋市広報広聴課課長補佐 

               豊橋市副市長・金田英樹代理） 

伊藤 嘉邦  （豊橋文化振興財団常務理事） 

松崎 正尚   （豊橋市議会副議長） 

松井 孝悦  （豊橋農業協同組合総務部長） 

吉田 典子  （愛知県消費者協会東三河支部長 

特定非営利活動法人ビリーブ理事） 

         林  太造  （豊橋青年会議所理事・委員長） 

エフエム豊橋 山本 鉄秀  （代表取締役社長） 

       小川 統也  （取締役局長） 

       竹内 宏和  （取締役営業部長） 

       渡辺 欣生  （取締役制作部長） 

 

４．議題     審議事項 

審議番組：番組名 ／WORKer WORKout（ワーカー ワークアウト） 

               放送日時／毎週火曜日 １９：００～２０：００ 

               放送内容／東三河をはじめとするすべての働く人を応援するビ

ジネス番組。ビジネスマンにゲスト出演していただ

き、仕事の話、会社の話に迫る。 

                    仕事に使える最新のビジネスアイテムを紹介するコ

ーナーや、週替わりでお仕事アドバイスのコーナ

ー、 

                    お仕事診断のコーナーなどを実施。 

                    番組のエンディングでは、リスナーから届いた「サ

ラリーマン・フラリーマン川柳」を紹介。 

               ﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｨ／大久保結奈＆ＫＯＵＫＩ 

                    

５．議事録の概要 

各審議委員に審議番組データを電子送付。各々で聴取していただき、電子メールにて返信さ

れた意見を集約。審議委員長の確認をいただき、議事録とする。  



６．審議の内容 

委員 ：話のテンポにもう一工夫あると良い。 

ゲストトークについて、パーソナリティによる補足がもう少しあると良いと感じた。出演

者内だけではなく、リスナーに聞かせているという意識が高くなると尚、良い。 

 

  委員 ：率直に言って、印象に残り辛い。番組内で新製品の紹介があったが、映像が欲しくな 

ってしまった。もう少し細かく表現していただければと感じてしまった。 

ゲスト出演者の、三遠ネオフェニックスの部長の話は良かったが、ネオフェニックスの宣 

伝なのか、この部長の人となりの紹介なのかが私の中ではぼやけてしまった。 

この番組のターゲットは、働いている世代だと思われるが、まだ発展途上という印象。 

今後の展開に期待。 

 

委員 ：ワーケーションは、仕事をしながら観光等して休むことだと知ったが、それが出来る仕事 

は限られる。 

わくわくアイテムに関しては、言葉だけでの表現が難しく、見た目は弁当箱らしいがどん

な仕事の人がどんな環境で利用するものなのか、補足が欲しかった。 

ゲストであるフェニックスの工藤部長との会話はファンにとってはうれしい情報発信。 

 

  委員 ：１時間の中でいくつかの切り口から聴取者を飽きさせない進行であり、また、パーソナリ 

ティの２人も自然体でとても聴きやすかった。 

ワーケーションの話はコロナ禍の中、とてもタイムリーな話で、良かったと思う。 

できれば、都会の人たちを惹きつける東三河の魅力にもっと触れて、聴取者からの口伝て

でもいいので、そうした魅力発信ができれば尚いいと思った。 

この番組のテーマは、ビジネスマンの紹介や応援だったはず。本日のゲストの工藤さんは

とてもユニークな経歴の持ち主で、特にこれを聞いた若い人にはとても刺激になるのでは

ないかと思う。その意味ではもう少し掘り下げると良かったと言うか、もったいなかった

気がする。若い人が、そんな道があるんだ、なら、おれも、私も、みたいな、それこそ、

工藤さんが言ってたリスナーに刺さる一言が拾えたなら、尚、良かったと思う。 

 

委員長：フリーアナウンサーだけあって「立て板に水」のような話し方である。良い場合もあるが、 

今回のようにゲストを迎える番組の場合、主役はゲストとの意識を持って取り組まれる 

ともっと良くなるのではないでしょうか。 

今回はコロナ禍での新しい実施方法でした。聴取の方法等、より良くなるよう検討してい 

ただきたい。 

 

７．審議会の答申などに対してとった処置 

     特になし 

 

８．議事の公示  

     エフエム豊橋にて放送  ＨＰに掲載 


